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 9月１日は「防災の日」です。台風や地震、津波などの災害に対して国民が認識を深めて、心

構えを備えるため、１９６０年に制定されました。今まで六中では、４月の避難経路確認、５月

の六中地区小中合同引き渡し訓練と、２回の訓練を実施しました。「もしも」のときに備えて、

学校での避難行動、家庭での避難行動について、今一度自分で、そして家族で考えてみましょう。 

《避難のときの約束 「お・か・し・も」》 

    

押さない 走らない（駆けない） しゃべらない 戻らない 

《もしも地震が起こったときは…》 

   

机の下に隠れて、落下物な

どから頭を守ろう。 

揺れが収まるまでは机の下

から出ないようにしよう。 

出入り口や窓を開けて、避

難経路を確保しよう。 

地震によって、ドアが開か

なくなり、逃げられなくなる

可能性があります。 

本棚や大きな棚など、倒れ

そうなものから離れよう。 

家庭でも、タンスなどが倒

れる可能性もあるので注意が

必要です。 

が   ん   ば 



《もしも火災が起こったときは…》 

 ① 水でぬらしたハンカチやタオルを、口と

鼻に当てる。 

② 煙は上の方へ向かうので、できる限り姿

勢を低くして進む。 

③ 煙が充満すると周りが見えなくなること

があるので、壁を触りながら避難する。 

④ 下に向かって逃げる。 

⑤ 煙が広がるのを防ぐため、可能であれば

ドアを閉めながら避難する。 

《家族と確認しておこう！》 

家族が離ればなれになったときの確認 

◎ 授業中に災害が発生した際、震度６以上の地震の場合、メール配信の有無関わらず保護者へ

の引き渡しによる下校となります。震度５程度の場合は、下校に特別な対応が必要な場合の

み、学校から連絡メールを配信します。 

◎ 登下校中や休日に災害が起こった場合の連絡方法や避難場所を、家族で確認しましょう。 

災害時の安否確認方法 

◎ 震度6以上の地震発生時など被災地への安否確認電話が集中する場合に、NTTは「災害用

伝言ダイヤル」サービスを開始します。 

◎ 171番へダイヤルするとガイダンスが流れるので、それに従って利用します。 

◎ 他にも、携帯電話各社で災害発生時に「災害用伝言サービス」が開設されるので、事前に調

べておくと安心です。 

非常用持ち出しバッグの確認 

◎ 非常用持ち出しバッグは家庭で準備できていますか？年に一度は中身の確認をして、いつ

でも持ち出せるように準備しておくとよいでしょう。 

◎ 引用：首相官邸ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


